
10

20

JP 7222785 B2 2023.2.15

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7222785号

(P7222785)
(24)登録日　令和5年2月7日(2023.2.7)(45)発行日　令和5年2月15日(2023.2.15)

(54)【発明の名称】　見当制御ユニットおよび多色刷印刷システム

(51)国際特許分類
　   Ｂ４１Ｆ 33/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ４１Ｆ 33/00 ２９０ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-63518(P2019-63518)
(22)出願日　 平成31年3月28日(2019.3.28)
(65)公開番号　 特開2020-163577(P2020-163577 

A)
(43)公開日　 令和2年10月8日(2020.10.8)

審査請求日　 令和3年12月14日(2021.12.14)

(73)特許権者　 000002107
住友重機械工業株式会社
東京都品川区大崎二丁目１番１号

(74)代理人　 100105924
弁理士　森下  賢樹

(74)代理人　 100116274
弁理士　富所  輝観夫

(72)発明者　 平山  大介
神奈川県横須賀市夏島町１９番地  住友 
重機械工業株式会社横須賀製造所内

審査官　 亀田  宏之

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 検 出 す る た め の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト で あ  
っ て 、
　 前 記 ウ ェ ブ に 向 け て 光 を 照 射 す る 光 源 と 、
　 前 記 ウ ェ ブ を 透 過 し た 前 記 光 源 か ら の 光 が 照 射 さ れ る 背 景 部 と 、
　 前 記 見 当 マ ー ク お よ び 前 記 背 景 部 で 反 射 さ れ た 前 記 光 源 か ら の 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と  
、 を 備 え 、
　 前 記 光 源 は 、 前 記 受 光 素 子 の 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 を 有 す る 光 を ウ ェ ブ に 照 射 し 、
　 前 記 見 当 マ ー ク お よ び 前 記 背 景 部 の 一 方 は 、 前 記 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 の 色 で あ り 、 他  
方 は 前 記 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 の 色 で あ り 、
前 記 背 景 部 の 色 は 、 前 記 光 源 が 照 射 す る 光 の ピ ー ク 波 長 の 色 と 実 質 的 に 一 致 す る こ と を 特  
徴 と す る 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 検 出 す る た め の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト で あ  
っ て 、
　 前 記 ウ ェ ブ に 向 け て 光 を 照 射 す る 光 源 と 、
　 前 記 ウ ェ ブ を 透 過 し た 前 記 光 源 か ら の 光 が 照 射 さ れ る 背 景 部 と 、
　 前 記 見 当 マ ー ク お よ び 前 記 背 景 部 で 反 射 さ れ た 前 記 光 源 か ら の 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と  
、 を 備 え 、

請求項の数　3　（全10頁）
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　 前 記 光 源 は 、 前 記 受 光 素 子 の 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 を 有 す る 光 を ウ ェ ブ に 照 射 し 、
　 前 記 見 当 マ ー ク お よ び 前 記 背 景 部 の 一 方 は 、 前 記 光 源 が 照 射 す る 光 の 波 長 域 内 の 色 で あ  
り 、 他 方 は 波 長 域 外 の 色 で あ り 、
前 記 背 景 部 の 色 は 、 前 記 光 源 が 照 射 す る 光 の ピ ー ク 波 長 の 色 と 実 質 的 に 一 致 す る こ と を 特  
徴 と す る 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 多 色 刷 印 刷 シ ス  
テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト お よ び 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 被 印 刷 媒 体 で あ る ウ ェ ブ の 搬 送 路 に 沿 っ て 複 数 の 印 刷 ユ ニ ッ ト を 設 置 し 、 各 印 刷 ユ ニ ッ  
ト に 設 け ら れ た 版 胴 を 個 別 に 回 転 駆 動 し 、 ウ ェ ブ に 順 次 印 刷 を 施 す 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム が  
知 ら れ て い る 。 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム で は 、 各 印 刷 ユ ニ ッ ト で ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー  
ク を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ き 各 版 胴 間 で 生 じ る 印 刷 位 置 の ず れ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 検 出 す る た め の 技 術 を  
開 示 す る 。 特 許 文 献 １ で は 、 ウ ェ ブ を 挟 ん で セ ン サ と 対 向 す る よ う に 反 射 板 を 設 け 、 セ ン  
サ の 発 光 部 が 光 を 照 射 し 、 見 当 マ ー ク で 反 射 し た 反 射 光 あ る い は ウ ェ ブ を 透 過 し て 反 射 板  
で 反 射 し た 反 射 光 を セ ン サ の 受 光 部 で 受 光 し 、 見 当 マ ー ク で 反 射 さ れ た と き の 反 射 光 と 反  
射 板 で 反 射 さ れ た と き の 反 射 光 と の 強 度 差 に 基 づ い て 見 当 マ ー ク を 検 出 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ０ ２ １ ７ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 照 射 光 の 色 と 見 当 マ ー ク の 色 の 組 み 合 わ せ に よ っ て は 、 見 当 マ ー ク が 比 較 的 強 い 反 射 光  
を 返 す 。 こ の 場 合 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 見 当 マ ー ク か ら の 反 射 光 と 反 射 板 か ら の 反 射  
光 と の 強 度 差 が 小 さ く な り 、 見 当 マ ー ク を 精 度 良 く 検 出 で き な い 。 対 策 と し て 、 見 当 マ ー  
ク が 比 較 的 弱 い 反 射 光 を 返 す よ う に 照 射 光 の 色 を 切 り 替 え る こ と も 考 え ら れ る が 、 セ ン サ  
の 構 造 上 、 切 り 替 え ら れ る 照 射 光 の 色 は 数 色 程 度 で あ り 、 見 当 マ ー ク の 色 に よ っ て は 対 応  
で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ う し た 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の あ る 態 様 の 例 示 的 な 目 的 の ひ  
と つ は 、 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 精 度 良 く 検 出 で き る 技 術 を 提 供  
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 態 様 の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 透 光 性 を 有 す る  
ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 検 出 す る た め の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ウ ェ ブ に 向  
け て 光 を 照 射 す る 光 源 と 、 ウ ェ ブ を 透 過 し た 光 源 か ら の 光 が 照 射 さ れ る 背 景 部 と 、 見 当 マ  
ー ク お よ び 背 景 部 で 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 備 え る 。 光 源 は 、  
受 光 素 子 の 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 を 有 す る 光 を ウ ェ ブ に 照 射 し 、 見 当 マ ー ク お よ び 背 景 部  
の 一 方 は 、 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 の 色 で あ り 、 他 方 は 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 の 色 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 の 別 の 態 様 も ま た 、 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト で あ る 。 こ の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 透 光 性  
を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 検 出 す る た め の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ウ  
ェ ブ に 向 け て 光 を 照 射 す る 光 源 と 、 ウ ェ ブ を 透 過 し た 光 源 か ら の 光 が 照 射 さ れ る 背 景 部 と  
、 見 当 マ ー ク お よ び 背 景 部 で 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 、 を 備 え る 。  
光 源 は 、 受 光 素 子 の 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 を 有 す る 光 を ウ ェ ブ に 照 射 し 、 見 当 マ ー ク お よ  
び 背 景 部 の 一 方 は 、 光 源 が 照 射 す る 光 の 波 長 域 内 の 色 で あ り 、 他 方 は 波 長 域 外 の 色 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 は 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム で あ る 。 こ の 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム は 、 上  
述 の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 以 上 の 構 成 要 素 の 任 意 の 組 み 合 わ せ や 、 本 発 明 の 構 成 要 素 や 表 現 を 方 法 、 装 置 、  
シ ス テ ム な ど の 間 で 相 互 に 置 換 し た も の も ま た 、 本 発 明 の 態 様 と し て 有 効 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ に 印 刷 さ れ た 見 当 マ ー ク を 精 度 良 く 検 出 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト の 機 能 お よ び 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 第 １ セ ン サ の 光 源 が 照 射 す る 光 の 波 長 と 、 図 ２ の 第 １ セ ン サ の 受 光 素 子 の  
感 度 波 長 範 囲 と の 関 係 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 第 １ セ ン サ の 光 源 が 照 射 す る 光 の 波 長 と 、 図 ２ の 第 １ セ ン サ の 受 光 素 子 の  
感 度 波 長 範 囲 と の 関 係 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 好 適 な 実 施 の 形 態 を も と に 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 各 図 面 に 示 さ  
れ る 同 一 ま た は 同 等 の 構 成 要 素 、 部 材 、 処 理 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 す る も の と し 、 適 宜 重  
複 し た 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 は 、 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 例 示 で あ っ て  
、 実 施 の 形 態 に 記 述 さ れ る す べ て の 特 徴 や そ の 組 み 合 わ せ は 、 必 ず し も 発 明 の 本 質 的 な も  
の で あ る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム １ ０ ０ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 多 色 刷 印  
刷 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 第 １ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ａ 、 第 ２ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ｂ と 、 見 当 制 御 ユ  
ニ ッ ト ２ ０ と 、 を 備 え る 。 第 １ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ａ お よ び 第 ２ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ｂ は そ れ  
ぞ れ 、 版 胴 １ １ と 、 圧 胴 １ ２ と 、 を 含 む 。 ウ ェ ブ ２ は 、 ガ イ ド ロ ー ル ４ に よ り 所 定 の 搬 送  
路 に 沿 っ て 案 内 さ れ 、 圧 胴 １ ２ に よ り 版 胴 １ １ に 圧 接 さ れ る 。 ウ ェ ブ ２ に は 版 胴 １ １ に 対  
応 し た 色 の 絵 柄 お よ び 見 当 マ ー ク が 印 刷 さ れ る 。 第 １ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ａ で は 第 １ 見 当 マ  
ー ク ６ Ａ （ 図 １ で は 不 図 示 ） が 印 刷 さ れ 、 第 ２ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ｂ で は 第 ２ 見 当 マ ー ク ６  
Ｂ （ 図 １ で は 不 図 示 ） が 印 刷 さ れ る 。 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム １ ０ ０ が 対 象 と す る ウ ェ ブ ２ は  
、 透 光 性 を 有 す る ウ ェ ブ で あ り 、 例 え ば 透 明 の ウ ェ ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ と 、 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ と 、 第 １ 背 景 部 ５ ０  
ａ と 、 第 ２ 背 景 部 ５ ０ ｂ と 、 制 御 部 ４ ０ と 、 を 備 え る 。 こ れ ら は 、 ウ ェ ブ ２ に 印 刷 さ れ た  
見 当 マ ー ク を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 第 １ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ａ と 第 ２ 印 刷 ユ ニ ッ  
ト １ ０ Ｂ と の 間 で 見 当 ず れ が 生 じ て い る か 否 か 判 定 す る 。 見 当 ず れ が 生 じ て い る 場 合 、 版  
胴 １ １ の 回 転 量 を 増 減 さ せ て 見 当 ず れ を 解 消 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 機 能 お よ び 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ は 、 ウ ェ ブ ２ を 挟 ん で 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ と 対 向 す る よ う に 、 よ り 具 体  
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的 に は 、 ウ ェ ブ ２ を 透 過 し た 、 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ の 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 照 射 さ れ る よ う に  
配 置 さ れ る 。 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ は 、 形 状 は 特 に 限 定 し な い が 、 本 実 施 の 形 態 で は 板 状 の 形  
状 を 有 す る 。 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ は 、 交 換 可 能 で あ り 、 後 述 す る よ う に 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ  
の 検 出 に 適 し た 色 の 背 景 部 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 背 景 部 ５ ０ ｂ は 、 ウ ェ ブ ２ を 挟 ん で 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ と 対 向 す る よ う に 、 よ り 具 体  
的 に は 、 ウ ェ ブ ２ を 透 過 し た 、 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ の 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 照 射 さ れ る よ う に  
配 置 さ れ る 。 第 ２ 背 景 部 ５ ０ ｂ は 、 形 状 は 特 に 限 定 し な い が 、 本 実 施 の 形 態 で は 板 状 の 形  
状 を 有 す る 。 第 ２ 背 景 部 ５ ０ ｂ は 、 交 換 可 能 で あ り 、 後 述 す る よ う に 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ  
の 検 出 に 適 し た 色 の 背 景 部 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ と 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ は 間 隔 Ｌ で 配 置 さ れ る 。 間 隔 Ｌ は 、 見 当 ず れ が 生  
じ て い な い と き に お け る 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ と 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ と の 距 離 に 相 当 す る 。  
第 １ セ ン サ ３ ０ ａ お よ び 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ は 、 光 学 式 の セ ン サ で あ り 、 そ れ ぞ れ 光 源 ３ ２  
と 、 光 学 系 ３ ３ と 、 受 光 素 子 ３ ４ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 光 源 ３ ２ は 、 ウ ェ ブ ２ に 向 け て 光 を 照 射 す る 。 光 源 ３ ２ は 特 に 、 見 当 マ ー ク が 通 過 す る  
領 域 に 向 け て 光 を 照 射 す る 。 光 源 ３ ２ か ら 照 射 さ れ た 光 は 、 見 当 マ ー ク に 照 射 さ れ 、 そ こ  
で 反 射 し て 光 学 系 ３ ３ に よ り 集 光 さ れ 、 受 光 素 子 ３ ４ に よ り 受 光 さ れ る 。 あ る い は 、 光 源  
か ら 照 射 さ れ た 光 は 、 ウ ェ ブ ２ を 透 過 し て 背 景 部 に 照 射 さ れ 、 そ こ で 反 射 し て 再 び ウ ェ ブ  
２ を 透 過 し 、 光 学 系 ３ ３ に よ り 集 光 さ れ 、 受 光 素 子 ３ ４ に よ り 受 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 光 学 系 ３ ３ は 公 知 の 技 術 を 用 い て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 受 光 素 子 ３ ４ は 、 例 え ば フ ォ ト ダ イ オ ー ド で あ る 。 受 光 素 子 ３ ４ は 、 受 光 し た 光 を 電 流  
信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 。 こ の 電 流 信 号 の 大 き さ は 、 受 光 し た 光 の 強 度 と 受 光 感 度 と の 乗  
算 値 を 波 長 毎 に 積 算 し た 大 き さ で あ る 。 つ ま り 受 光 素 子 ３ ４ は 、 受 光 し た 光 に 応 じ た 電 流  
信 号 を 出 力 す る 。 電 流 信 号 は 、 不 図 示 の 電 流 電 圧 変 換 回 路 に よ っ て 電 圧 信 号 に 変 換 さ れ 、  
制 御 部 ４ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 制 御 部 ４ ０ は 、 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ と 、 第 ２ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ｂ と 、 見 当  
誤 差 制 御 部 ４ ６ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ は 、 第 １ セ ン サ 部 ３ １ ａ か ら 出 力 さ れ る 信 号 に 基 づ い て 、  
第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 す る 。 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ は 、 第 １ セ ン サ 部 ３ １ ａ か  
ら 出 力 さ れ た 信 号 の 信 号 強 度 と 所 定 の 検 出 閾 値 と を 比 較 し 、 例 え ば 信 号 強 度 が 検 出 閾 値 を  
超 え た と き 、 そ の タ イ ミ ン グ で 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 し た （ 検 出 領 域 に 第 １ 見 当 マ ー  
ク ６ Ａ が 到 達 し た ） と 判 断 す る 。 第 ２ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ｂ は 、 第 ２ セ ン サ 部 ３ １ ｂ か  
ら 出 力 さ れ る 信 号 に 基 づ い て 、 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ を 検 出 す る 。 第 ２ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４  
４ ｂ は 、 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ と 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 見 当 誤 差 制 御 部 ４ ６ に は 、 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ お よ び 第 ２ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４  
４ ｂ の そ れ ぞ れ か ら 検 出 結 果 が 入 力 さ れ る 。 見 当 誤 差 制 御 部 ４ ６ は 、 こ れ ら の 検 出 結 果 に  
基 づ き 各 版 胴 １ １ 間 で 生 じ る 印 刷 位 置 の ず れ 、 す な わ ち 見 当 ず れ の 有 無 を 判 断 す る 。 上 述  
し た よ う に 、 第 １ セ ン サ 部 ３ １ ａ と 第 ２ セ ン サ 部 ３ １ ｂ は 間 隔 Ｌ で 配 置 さ れ 、 見 当 ず れ が  
生 じ て い な い と き は 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ と 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ も 間 隔 Ｌ で 印 刷 さ れ る た め  
、 見 当 ず れ が 生 じ て い な い 場 合 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ と 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ は 実 質 的 に 同  
一 の タ イ ミ ン グ で 検 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ａ に よ っ て 第 １ 見  
当 マ ー ク ６ Ａ が 検 出 さ れ た 第 １ 時 刻 と 、 第 ２ 見 当 マ ー ク 検 出 部 ４ ４ ｂ に よ っ て 第 ２ 見 当 マ  
ー ク ６ Ｂ が 検 出 さ れ た 第 ２ 時 刻 と が 実 質 的 に 同 一 で あ る と き 、 見 当 誤 差 制 御 部 ４ ６ は 、 見  



10

20

30

40

50

JP 7222785 B2 2023.2.15(5)

当 ず れ が 生 じ て い な い と 判 断 す る 。 一 方 、 第 １ 時 刻 と 第 ２ 時 刻 と が 異 な る と き 、 見 当 誤 差  
制 御 部 ４ ６ は 、 第 １ 時 刻 と 第 ２ 時 刻 と の 差 分 に ウ ェ ブ ２ の 送 り 速 度 を 乗 じ た 分 だ け 走 行 方  
向 に 見 当 ず れ が 生 じ て い る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 見 当 ず れ が 生 じ て い る 場 合 、 見 当 誤 差 制 御 部 ４ ６ は 、 例 え ば 第 ２ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ｂ の  
駆 動 モ ー タ （ 不 図 示 ） に 補 正 信 号 を 出 力 す る 。 駆 動 モ ー タ は 補 正 信 号 に 基 づ き 見 当 ず れ が  
修 正 さ れ る よ う 版 胴 １ １ を 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 走 行 方 向 に お け る ウ ェ ブ ２ の 見 当 ず れ  
が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 が 、 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム １ ０ ０ の 基 本 的 な 構 成 と そ の 動 作 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 い て 、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 、 見 当 マ ー ク の 色  
、 お よ び 背 景 部 の 色 の 関 係 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 感 度 波 長 範 囲 と は 、 受 光 感 度 が 所 定  
の 第 １ 閾 値 以 上 の 波 長 の 範 囲 を い う 。 第 １ 閾 値 は 、 実 験 に よ る 知 見 か ら 、 適 宜 設 定 す る こ  
と が で き る 。 以 下 で は 、 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ の 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 、 第 １ セ ン サ ３  
０ ａ の 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 お よ び 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ の  
色 の 関 係 に つ い て 説 明 す る が 、 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ の 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 、 第 ２ セ  
ン サ ３ ０ ｂ の 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 、 第 ２ 見 当 マ ー ク ６ Ｂ の 色 お よ び 第 ２ 背 景 部 ５  
０ ｂ の 色 に つ い て も 同 様 の 説 明 が 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と こ ろ で 、 物 体 に 照 射 さ れ た 光 は 、 一 部 の 波 長 成 分 は 反 射 さ れ 、 残 り の 反 射 成 分 は 吸 収  
さ れ る 。 ど の 波 長 成 分 が 反 射 さ れ て ど の 波 長 成 分 が 吸 収 さ れ る か は 、 す な わ ち ど の 波 長 成  
分 の 反 射 率 が 高 く て ど の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 低 い か は 、 物 体 表 面 の 色 に よ っ て 異 な る 。 こ  
の よ う な 特 性 は 、 分 光 反 射 率 特 性 と も 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 表 面 が 赤 色 の 物 体 は 、 赤 色 の 波 長 成 分 （ 長 波 長 成 分 ） の 反 射 率 は 高 く 、 青 色 の  
波 長 成 分 （ 短 波 長 成 分 ） や 緑 色 の 波 長 成 分 （ 中 波 長 成 分 ） の 反 射 率 は 低 い 。 し た が っ て 、  
表 面 が 赤 色 の 物 体 に 赤 色 の 波 長 成 分 の 強 度 が 高 い 光 を 照 射 す る と 、 照 射 光 の ほ と ん ど が 反  
射 さ れ る た め 、 反 射 光 の 強 度 は 比 較 的 高 く な る 。 一 方 、 表 面 が 赤 色 の 物 体 に 、 赤 色 の 波 長  
成 分 の 強 度 が 低 い 光 あ る い は 赤 色 の 波 長 成 分 を 含 ま な い 光 、 例 え ば 青 色 の 波 長 成 分 や 緑 色  
の 波 長 成 分 の み を 含 む 光 を 照 射 す る と 、 照 射 光 の ほ と ん ど が 吸 収 さ れ る た め 、 反 射 光 の 強  
度 は 比 較 的 低 く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 例 え ば 、 表 面 が 青 色 の 物 体 は 、 青 色 の 波 長 成 分 （ 短 波 長 成 分 ） の 反 射 率 は 高 く 、 緑  
色 の 波 長 成 分 （ 中 波 長 成 分 ） や 赤 色 の 波 長 成 分 （ 長 波 長 成 分 ） の 反 射 率 は 低 い 。 し た が っ  
て 、 表 面 が 青 色 の 物 体 に 青 色 の 波 長 成 分 の 強 度 が 高 い 光 を 照 射 す る と 、 照 射 光 の ほ と ん ど  
が 反 射 さ れ る た め 、 反 射 光 の 強 度 は 比 較 的 高 く な る 。 一 方 、 表 面 が 青 色 の 物 体 に 、 青 色 の  
波 長 成 分 の 強 度 が 低 い 光 あ る い は 青 色 の 波 長 成 分 を 含 ま な い 光 、 例 え ば 緑 色 の 波 長 成 分 や  
赤 色 の 波 長 成 分 の み を 含 む 光 を 照 射 す る と 、 照 射 光 の ほ と ん ど が 吸 収 さ れ る た め 、 反 射 光  
の 強 度 は 比 較 的 弱 く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 原 理 を 利 用 し て 見 当 マ ー ク を 精 度 良 く 検 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 第 １ セ ン サ ３ ０ の 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 と 、 第 １ セ ン サ ３ ０ の 受 光 素 子  
３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 と の 関 係 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の 例 で は 、 光 源 ３ ２ は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 の 全 て の 波 長 を 含 む 光 を 照 射  
す る 。 す な わ ち 、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 を 包 含  
す る 。 な お 、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 と は 、 当 該 光 に 含 ま れ る 各 波 長 成 分 の う ち 、  
強 度 が 所 定 の 第 ２ 閾 値 以 上 で あ る 波 長 成 分 の 範 囲 を い う 。 第 ２ 閾 値 は 、 実 験 に よ る 知 見 か  
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ら 、 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 の 色 で あ  
れ ば 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 言 い 換 え る と 、  
第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 高 い 色 で あ れ ば 、 第  
１ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 低 い 色 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 場 合 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る  
当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に お い て あ ま り 吸 収 さ れ ず に 反 射 さ  
れ る た め 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 高 い 電 流 信  
号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に 照 射 さ れ ず 、 ウ ェ ブ ２ を 透 過 し て 第  
１ 背 景 部 ５ ０ ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １  
背 景 部 ５ ０ ａ に お い て あ ま り 反 射 さ れ ず に 吸 収 さ れ 、 こ れ に よ り 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の  
反 射 光 に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 含 ま れ な く な る 、 あ る い は 反 射 光 に 含 ま れ る  
当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 強 度 が 低 く な る た め 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 を  
受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 低 い 電 流 信 号 し か 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 が 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら  
の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 よ り も ひ と き わ 高 く な り 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ  
る 電 流 信 号 が 際 立 つ た め 、 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 の 色 で あ れ ば  
、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 言 い 換 え る と 、 第 １ 見 当  
マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 低 い 色 で あ れ ば 、 第 １ 背 景 部  
５ ０ ａ に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 高 い 色 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 場 合 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る  
当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に お い て あ ま り 反 射 さ れ ず に 吸 収 さ  
れ 、 こ れ に よ り 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 含  
ま れ な く な る 、 あ る い は 反 射 光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 強 度 が 低 く な  
る た め 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 低 い 電 流 信 号  
し か 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が ウ ェ ブ ２ を 透 過 し て 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該  
光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に お い て あ ま り 吸 収 さ れ  
ず に 反 射 さ れ る た め 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 高  
い 電 流 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し た が っ て 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 が 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら  
の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 よ り も ひ と き わ 低 く な り 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ  
る 電 流 信 号 が 際 立 つ た め 、 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 好 ま し く は 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 内 で 、 か つ 、  
光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の ピ ー ク 波 長 と 実 質 的 に 一 致 す る 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 こ の 場 合 、  
第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 と 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 に よ る  
電 流 信 号 と の 差 が よ り 大 き く な る た め 、 よ り 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 第 １ セ ン サ ３ ０ の 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 と 、 第 １ セ ン サ  
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３ ０ の 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 と の 関 係 の 別 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） の 例 で は 、 光 源 ３ ２ は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 の 一 部 の 波 長  
を 含 む 光 を 照 射 す る 。 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 が 比 較 的 広 い 場 合 、 例 え ば 受 光 素 子 ３  
４ が Ｒ Ｇ Ｂ フ ォ ト ダ イ オ ー ド の 場 合 、 こ の よ う な 関 係 に な り や す い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 内 、 か つ 、 光 源 ３  
２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 内 の 波 長 の 色 、 す な わ ち 波 長 範 囲 Ｒ １ 内 の 波 長 の 色 で あ れ ば 、 第  
１ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 お よ び ／ ま た は 光 源 ３ ２ が 照  
射 す る 光 の 波 長 域 外 の 波 長 の 色 、 す な わ ち 波 長 範 囲 Ｒ ２ 内 の 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 言 い 換  
え る と 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 高 く 、 か つ  
、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 内 の 波 長 の 色 で あ れ ば 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 当 該 感  
度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 低 い 色 お よ び ／ ま た は 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 外  
の 波 長 の 色 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 場 合 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る  
当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に お い て あ ま り 吸 収 さ れ ず に 反 射 さ  
れ る た め 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 高 い 電 流 信  
号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が ウ ェ ブ ２ を 透 過 し て 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該  
光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に お い て あ ま り 反 射 さ れ  
ず に 吸 収 さ れ 、 こ れ に よ り 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長  
成 分 は 含 ま れ な く な る 、 あ る い は 反 射 光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 強 度  
が 低 く な る た め 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 低 い 電  
流 信 号 し か 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し た が っ て 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 が 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら  
の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 よ り も ひ と き わ 高 く な り 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ  
る 電 流 信 号 が 際 立 つ た め 、 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 外 の 波 長 お よ び ／ ま た  
は 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 外 の 波 長 の 色 、 す な わ ち 波 長 範 囲 Ｒ ２ 内 の 波 長 の 色 で あ  
れ ば 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 、 か つ 、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長  
域 内 の 波 長 の 色 、 す な わ ち 波 長 範 囲 Ｒ １ 内 の 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 言 い 換 え る と 、 第 １ 見  
当 マ ー ク ６ Ａ の 色 が 、 当 該 感 度 波 長 範 囲 の 波 長 成 分 の 光 の 反 射 率 が 低 い 色 お よ び ／ ま た は  
光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 外 の 波 長 の 色 で あ れ ば 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 当 該 感 度  
波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 の 反 射 率 が 高 く 、 か つ 、 光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の 波 長 域 内 の 波 長 の  
色 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 場 合 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に 照 射 さ れ る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る  
当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ に お い て あ ま り 反 射 さ れ ず に 吸 収 さ  
れ 、 こ れ に よ り 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に は 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 含  
ま れ な く な る 、 あ る い は 反 射 光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 強 度 が 低 く な  
る た め 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４ は 比 較 的 低 い 電 流 信 号  
し か 出 力 し な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 こ の 場 合 、 光 源 ３ ２ か ら の 光 が ウ ェ ブ ２ を 透 過 し て 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に 照 射 さ れ  
る と 、 当 該 光 に 含 ま れ る 当 該 感 度 波 長 範 囲 内 の 波 長 成 分 は 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に お い て あ ま  
り 吸 収 さ れ ず に 反 射 さ れ る た め 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 を 受 光 し た 受 光 素 子 ３ ４  
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は 比 較 的 高 い 電 流 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 し た が っ て 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 が 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら  
の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 よ り も ひ と き わ 低 く な り 、 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ  
る 電 流 信 号 が 際 立 つ た め 、 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 好 ま し く は 、 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ に は 、 受 光 素 子 ３ ４ の 感 度 波 長 範 囲 内 で 、 か つ 、  
光 源 ３ ２ が 照 射 す る 光 の ピ ー ク 波 長 と 実 質 的 に 一 致 す る 波 長 の 色 を 採 用 す る 。 こ の 場 合 、  
第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ か ら の 反 射 光 に よ る 電 流 信 号 と 第 １ 背 景 部 ５ ０ ａ か ら の 反 射 光 に よ る  
電 流 信 号 と の 差 が よ り 大 き く な る た め 、 よ り 精 度 良 く 第 １ 見 当 マ ー ク ６ Ａ を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 実 施 の 形 態 に 係 る 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム の 構 成 と 動 作 つ い て 説 明 し た 。 こ れ ら の 実  
施 の 形 態 は 例 示 で あ り 、 そ れ ら の 各 構 成 要 素 の 組 み 合 わ せ に い ろ い ろ な 変 形 例 が 可 能 な こ  
と 、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 の 形 態 で は 、 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム １ ０ ０ が 第 １ 印 刷 ユ ニ ッ ト １ ０ Ａ と 第 ２ 印 刷 ユ ニ  
ッ ト １ ０ Ｂ の ２ つ の 印 刷 ユ ニ ッ ト を 備 え る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に は 限 定 さ れ ず  
、 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 ｎ （ ≧ ３ ） 個 の 印 刷 ユ ニ ッ ト を 備 え て い て も よ い 。 こ の  
場 合 、 見 当 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 第 １ セ ン サ ３ ０ ａ お よ び 第 ２ セ ン サ ３ ０ ｂ を （ ｎ － １ ）  
セ ッ ト 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 、 実 施 の 形 態 に 係 る 多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム の 構 成 と 動 作 に つ い て 説 明 し た 。 こ れ ら の  
実 施 の 形 態 は 例 示 で あ り 、 そ れ ら の 各 構 成 要 素 の 組 み 合 わ せ に い ろ い ろ な 変 形 例 が 可 能 な  
こ と 、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ２ ０   見 当 制 御 ユ ニ ッ ト 、   ３ ２   光 源 、   ３ ４   受 光 素 子 、   ５ ０ ａ   第 １ 背 景 部 、   ５  
０ ｂ   第 ２ 背 景 部 、   １ ０ ０   多 色 刷 印 刷 シ ス テ ム 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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